
５０歳過ぎの男性がかかりやすい前立腺がんは近年急増しています。
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前立腺がん年齢階級別推定罹患率（人口10万対･男性) 

【出典】独立行政法人国立がん研究センター がん対策情報センター (※診断年：2008年) 

 

 近年、急増している前立腺がん。５０代か

ら徐々に増加し、加齢とともに死亡者数・死

亡率ともに上昇していきます。 
 死亡数は将来も増加し続け、２０２０年に
は２０００年の約３倍になると予測されてい
ます。 

 

 ＰＳＡ値が高ければ高いほど、前立腺がん

である確率が高くなります。１０ng/ml以下

で早期がんが発見される確率は約２０～３

０％。１０～２０ng/mlでは約３０～４０％

と言われています。 
 

 
 初期段階の前立腺がんは、自覚症状がほぼ
ありません。無症状のまま転移（主な転移部
位は骨）をきたすことも時にあり、骨に転移
した場合には激しい骨の痛みがあらわれるこ
とがあります。 

 
 適切な間隔で定期的に検診を受診し、精密
検査が必要とされた場合にはそれを必ず受診
することで、進行がんや転移がんで見つかる
リスクが下がると言われています。 
 また、必要に応じて適切な治療を行うこと
で、前立腺がんにより死亡するリスクも低く
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前立腺がん死亡数・死亡率の推移(人口10万対･男性) 

【出典】厚生労働省 人口動態調査 
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「がん・統計白書2012」によると、2010年時点で前立腺がん罹患数は６万５千人にのぼり、2025
年には12万人近くに増え、男性がんの中で第１位になると予測されています。今後、最も注意すべき
がんの一つである前立腺がんとはどういったものなのか？一緒に学んでみましょう!! 


